
22018.5

 

花
　
　
火�

・�

花
火
大
会
は
、
開
港
１
５
０
周
年
を
記
念

し
、
よ
り
盛
大
に
実
施
す
る
た
め
、
最
終

日（
12
日（
日
））に
集
約
、
時
間
は
19
時
15

分
か
ら
20
時
55
分
の
１
０
０
分
間
（
予

定
）。
開
港
１
５
０
周
年
ス
タ
ー
マ
イ
ン

を
打
ち
上
げ
る
。

・�

当
日
雨
天
と
な
っ
た
場
合
は
、
お
盆
と
重

な
る
た
め
順
延
し
な
い
。

 

大
民
謡
流
し�

・�

10
日（
金
）午
後
７
時
か
ら
８
時
30
分
ま
で
。

例
年
通
り
、「
柾
谷
小
路
～
萬
代
橋
～
万
代
橋

通
り
～
東
大
通
」と「
万
代
町
通
り
」で
実
施
。

・�
本
町
６
番
町
、
流
作
場
５
差
路
、
万
代
町

通
り
に
舞
台
を
設
置
。

・�
万
代
町
通
り
は
「
新
潟
甚
句
」
と
「
佐
渡

お
け
さ
」
を
交
互
に
踊
る
。

 

住
吉
行
列�

・
今
年
の
供
奉
は
百
壱
番
組
と
江
東
地
区
実

　

行
委
員
会
、
南
壱
番
組
と
な
る
。

・�

行
列
に
は
子
供
が
多
数
参
加
す
る
の
で
、

熱
中
症
対
策
に
は
十
分
に
注
意
を
払
う
。

 

水
上
み
こ
し
渡
御�

・�

11
日（
土
・
祝
）に
実
施
す
る
「
水
上
み
こ
し

渡
御
」
の
御
座
船
は
、
水
産
物
物
揚
場
を
12

時
40
分
頃
発
船
し
、
着
船
は
本
間
組
事
務
所

付
近
の
柳
島
岸
壁
に
13
時
30
分
頃
を
予
定
。

 

万
代
太
鼓
・
芸
妓�

・�

11
日（
土
・
祝
）、
12
日（
日
）
の
パ
レ
ー

ド
で
は
、
山
車
・
万
代
太
鼓
ト
ラ
ッ
ク
10

台
、
約
20
団
体
が
参
加
予
定
。

・�

11
日（
土
・
祝
）は
古
町
７
・
旧
大
和
前
で

の
路
上
演
奏
、
市
民
み
こ
し
で
の
随
行
演

奏
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
９
日（
木
）、

10
日（
金
）に
は
新
潟
駅
万
代
口
で
ふ
れ
太

鼓
を
演
奏
す
る
。

・�

古
町
芸
妓
は
、
柳
都
・
地
方
芸
妓
に
新
人

４
名
が
加
わ
り
、計
２
９
名
が
、例
年
同
様
、

パ
レ
ー
ド
と
お
祭
り
広
場
に
参
加
予
定
。

 

キ
ラ
キ
ラ
パ
レ
ー
ド
・
お
祭
り
広
場�

・�

キ
ラ
キ
ラ
パ
レ
ー
ド
は
11
日（
土
・
祝
）

の
午
前
、
柾
谷
小
路
か
ら
メ
デ
ィ
ア
シ
ッ

プ
前
ま
で
を
計
画
し
て
い
る
。

・�

お
祭
り
広
場
は
、
11
日（
土
・
祝
）、
12
日

（
日
）
に
万
代
シ
テ
イ
で
開
催
。

 

市
民
み
こ
し�

・�

例
年
同
様
、
江
戸
囃
子
、
江
戸
木
遣
り
、

子
供
纏
、
大
人
纏
、
子
供
手
古
舞
、
大
人

手
古
舞
、
子
供
神
輿
、
大
人
神
輿
７
基
。

古
町
10
番
町
を
16
時
に
発
進
。
柾
谷
小
路

で
の
６
分
間
・
２
回
の
通
行
止
め
を
経
て
、

白
山
神
社
最
後
尾
到
着
が
19
時
。
宮
入
り

は
19
時
20
分
を
予
定
。

学会・イベント・式典の開催の際は、
私たちの技術をお役立てください。

新潟まつり　ご協賛のお願い
　新潟まつりの花火大会や各種行事は、企業の皆様方か
らのご協賛によって支えられております。
　今年の新潟まつりを盛大に盛り上げるため、より多く
の皆様方からご協賛を賜りますようお願い申し上げます。
　ご協賛いただける方は下記事務局までご一報ください。
協賛方法など詳細をご案内させていただきます。
　協賛金は広告宣伝費として経費算入が認められており、
ご協賛いただいた方の御芳名は新聞折込配布の「新潟ま
つり新聞」と新潟まつりのホームぺージに掲載させてい
ただきます。

新潟まつり実行委員会（新潟商工会議所） TEL290-4411

開
港
１
５
０
周
年
記
念
事
業
の
一
翼
担
い
、
お
盆
直
前
週
末
開
催

「
真
夏
の
祭
典
」
新
潟
ま
つ
り
へ
向
け
始
動

～
新
潟
ま
つ
り
第
１
回
全
体
会
議
～

　

平
成
30
年
新
潟
ま
つ
り（
実
行
委
員
長
：
福
田
勝
之
会
頭
）の
第
１
回
全
体
会
議
を
、
４
月

25
日
に
新
潟
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
、
警
察
署
や
国
、
県
、
市
な
ど
の
関
係
機
関
、
交
通
機

関
、
ま
つ
り
各
部
の
担
当
者
な
ど
約
１
０
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

新
潟
ま
つ
り
実
行
委
員
長
の
当
所
福
田
会
頭
は
、
開
会
に
あ
た
り
、「
今
年
の
新
潟
ま
つ

り
は
、
開
港
１
５
０
周
年
記
念
事
業
の
一
翼
を
担
う
と
と
も
に
、
実
施
日
程
も
８
月
10
日
・

11
日
・
12
日
の
お
盆
直
前
の
週
末
開
催
と
な
る
。
諸
行
事
が
安
全
か
つ
盛
況
に
行
わ
れ
る
こ

と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
」
と
挨
拶
。
続
い
て
各
行
事
の
担
当
者
か
ら
、
実
施
に
関
す

る
計
画
や
方
針
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
主
な
報
告
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

開会の挨拶をする福田会頭
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外
国
人
観
光
客
お
も
て
な
し
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

～
商
業
部
会
～

　

商
業
部
会
（
和
田
晋
弥
部
会
長
）
は
、
３

月
28
日
に
外
国
人
観
光
客
お
も
て
な
し
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。（
参
加
者
30
名
）

　

当
日
は
、
デ
ュ
ケ
ッ
ト
智
美
氏
を
講
師
に

迎
え
、
新
潟
に
お
け
る
外
国
人
観
光
客
の
お

も
て
な
し
に
つ
い
て
講
演
を
聞
く
と
と
も
に

講
師
に
帯
同
し
た
米
国
人
２
名
の
ゲ
ス
ト
ス

ピ
ー
カ
ー
に
対
す
る
質
疑
応
答
（
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

デ
ュ
ケ
ッ
ト
氏
は
、
日
本
人
も
含
む
ア
ジ
ア

人
と
欧
米
人
が
旅
行
に
求
め
る
も
の
の
違
い
を

紹
介
し
た
上
で
、
必
ず
し
も
外
国
語
が
話
せ
る

必
要
は
な
く
、
大
切
な
の
は
語
学
力
よ
り
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
だ
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
の
質
疑
応

答
で
は
、「
新
潟
は
街
中
が
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

に
溢
れ
て
い
て
、
あ
り
え
な
い
く
ら
い
清
潔

で
安
全
」
と
い
う
好
印
象
の
反
面
、「
も
う
少

し
英
語
に
よ
る
表
示
が
あ
れ
ば
あ
り
が
た
い
」

と
の
率
直
な
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

社
会
人
の
基
本
を
習
得

～
新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー
～

　

４
月
10
日
に
、『
新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー
』

を
86
名
の
参
加
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
Ｍ
Ｃ
Ｃ
代
表
の
加
藤
弘
美
氏
が

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
社
会
人
と
し
て
の
あ
り

方
を
講
義
し
、
新
入
社
員
と
し
て
求
め
ら
れ

る
基
本
ス
キ
ル
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
講
者
は
名
刺
交
換
や
挨
拶
の
仕
方
な
ど

を
実
践
形
式
で
学
び
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な

基
礎
力
の
習
得
に
励
み
ま
し
た
。ほ
か
に
も
、

ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
に
お
い
て
相
手
の
関
心
を

引
く
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習
を

行
い
、
傾
聴
・
会
話
ス
キ
ル
を
磨
く
こ
と
の

重
要
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
「
名
刺
交
換
な
ど
の
基
本

マ
ナ
ー
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」、「
積
極
性

の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

新
潟
市
観
光
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

３
月
27
日
に
、
㈱
リ
ク
ル
ー
ト
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
ヒ
ロ
中
田

氏
、
エ
リ
ア
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
田
中
麻
衣
子

氏
を
講
師
に
迎
え
、
参
加
者
２
２
０
名
で
「
新

潟
市
観
光
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。（
共

催
：
新
潟
市
、（
公
財
）
新
潟
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
）

　

第
一
部
は
、
田
中
氏
が
新
潟
市
が
実
施
し

た
本
市
来
訪
者
の
実
態
や
ニ
ー
ズ
な
ど
の
調

査
分
析
結
果
を
報
告
し
、「
現
在
新
潟
を
訪

れ
て
い
る
方
は
男
性
が
多
い
一
方
で
、
当
市

の
観
光
資
源
へ
の
興
味
度
は
女
性
の
ほ
う
が

高
く
な
っ
て
い
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
基
調
講
演
で
は
、
ヒ
ロ
中
田
氏

が
「
食
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
た
め
に
は
、

そ
の
地
域
に
行
か
な
い
と
食
べ
る
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
や
、
地
域
性
を
出
し
や
す
い
ス

ト
ー
リ
ー
の
構
築
が
重
要
で
あ
る
」
と
強
調

し
、
地
域
戦
略
に
基
づ
い
た
食
の
地
域
活
性

化
の
成
功
事
例
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

春
爛
漫
！
信
濃
川
　
お
花
見
ク
ル
ー
ズ

船
上
か
ら
桜
を
堪
能

　

当
所
で
は
、
信
濃
川
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ャ
ト

ル
を
利
用
し
て
信
濃
川
両
岸
に
咲
く
桜
を
観

賞
す
る
「
信
濃
川
お
花
見
ク
ル
ー
ズ
」
を
、

４
月
11
日
に
参
加
者
41
名
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
企
画
は
、
舟
運
を
活
用
し
た
観
光
資
源

の
発
掘
や
新
潟
開
港
１
５
０
周
年
に
向
け
た

機
運
醸
成
を
図
る
た
め
平
成
27
年
度
か
ら
毎

年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

参
加
者
は
朱
鷺
メ
ッ
セ
を
出
発
し
た
あ

と
、
新
潟
市
民
芸
術
文
化
会
館
（
り
ゅ
ー
と

ぴ
あ
）
付
近
か
ら
新
潟
市
歴
史
博
物
館
（
み

な
と
ぴ
あ
）
の
間
を
周
遊
し
、２
時
間
の
“
船

旅
”
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

当
日
の
天
候
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た

が
、
船
内
か
ら
い
つ
も
と
違
っ
た
目
線
で
満

開
の
桜
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
同

士
の
会
話
も
弾
み
、
会
員
間
の
親
睦
を
深
め

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　　　インタビューを受ける
　　　ゲストスピーカー

社会人の基本スキルを学ぶ参加者

新潟市来訪者の調査結果を
説明する田中氏

船内で挨拶をする廣田副会頭


